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家庭のエネルギー管理の司令塔

エコーネットライト住設機器と
繋いでエネルギーの見える化
(省エネはユーザー手動）

制御プログラムによる家電制御で
徹底的なエネルギー管理
(省エネはAI・自動化）
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HEMSの課題

１．メーカーが違うと繋がらない?

２．HEMS普及の遅れでエネ基目標が危うい

３．HEMS普及と「重点8種」のHEMSで制御
できる住宅設備機器の普及はセットで

①HEMS本体と繋がらない（登録・ペアリングできない）
②HEMS内制御プログラムと繋がらない
（制御プログラムと連携できない）
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エコーネットライトは共通規格なので、
繋がらないという事は本来あってはな
らない。

HEMSの主たる目的は以下の2つ。

①エネルギー消費量の見える化で
ユーザーの省エネ行動を促す。

②省エネプログラム（AI・RPA）の
自動制御で、徹底的な省エネ運転。
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エコーネットライトは共通規格なので、
繋がらないという事は本来あってはな
らない。



A社製は一般照明(0x291) B社製は単機能照明（0x290)

ペアリングできない①がNGな事例

A社製のエコーネットライト対応照明システムは
B社製のHEMSではペアリングできない。

B社製HEMSで登録できる照明機器オブジェクトは単機能照明（0x290)、A社製の
照明システムの機器オブジェクトは一般照明(0x291)であり、そもそもの機器オブ
ジェクトが異なるので接続できない。

解説



HEMS本体と繋がらない問題の解決案
（登録・ペアリング出来ない）

エコーネットライトは共通規格。個別機器別（製品シリーズや型番別）のホワイトリスト
では無く、エコーネットライト機器オブジェクト毎（エアコン=0x130）のホワイトリスト
としてはどうか？

E社製
EFGH40IJ

D社製
DE-FGH40I

機器別ホワイトリスト

家庭用エアコン
(0x130)

機器オブジェクトホワイトリスト

B社製
BC-DE40FG

C社製
CDE-F40GH

電気(HP)温水器
（0x26B)

1-①の解決案



HEMS側にのホワイトリスト表示事例

品名・型名ホワイトリスト

出典:一般社団法人日本電機工業会相互接続における情報公開のためのガイドライン、パナソニック



家庭用エアコン
電気温水器
太陽熱温水器
電気錠
瞬間式給湯器
住宅太陽光発電
床暖房
燃料電池
蓄電池
電気自動車充放電器
低圧ｽﾏｰﾄ電力量ﾒｰﾀ
一般照明
単機能照明

0x130
0x26B
0x26C
0x26F
0x272
0x279
0x27B
0x27C
0x27D
0x27E
0x288
0x290
0x291

機器オブジェクトホワイトリスト

出典:エコーネットライトコンソーシアム



HEMS内制御プログラムと連携できない②がNGな事例

C社製エアコンはB社社製のHEMSでペアリングは出来るが、
HEMS内にある省エネプログラムや利便性向上プログラムは利用できない。

C社製エアコンはホワイトリストに載っているのでB社製HEMSで登録はできる。
ところがHEMS内省エネ制御プログラムの「エアコンエコモード」や、空調制御プ
ログラム「温度・湿度見守り」では他社製エアコンは制御できない。
大半のユーザーはこの時点でHEMSでのエネルギーマネジメントをあきらめてしま
うので、どのメーカーでも繋がり・使えるエコーネットライト共通性を活用した開
発が求められている。

解説

HEMS自動制御系は他社製品だと使用できない仕様？C社製エアコンも登録・手動操作は出来る



HEMS内制御プログラムと繋がらない
（制御プログラムと連携できない）

1-②の解決案

自社製品でないと制御プログラムで連携できないという閉鎖的なシステムは、顧客の利便性
を大きく損ない、 結果としてHEMS普及の大きな足かせとなっている。
エコーネットライトの共通規格メリットをフル活用し、制御プログラムはエコーネットライ
トの標準制御での開発をベースとし、自社製品の特長を生かす場合はベースに付加する形で
自社独自規格をベースの上に追加、とする2階建て方式をガイドラインで規定してはどうか？

B社製
BC-DE40FG

メーカー独自規格で制御

C社製
CD-EF40GH

B社製HEMS

×
冷房:0xB0=0x42 暖房:0xB0=0x43
温度設定:0xB3=0-50℃(0x0-0x64)

エコーネットライトにて
制御プログラムを組む

家庭用エアコン
(0x130)



HEMSの課題

１．メーカーが違うと繋がらない?

２．HEMS普及の遅れでエネ基目標が危うい

３．HEMS普及と「重点8種」のHEMSで制御
できる住宅設備機器の普及はセットで

①HEMS本体と繋がらない（登録・ペアリングできない）
②HEMS内制御プログラムと繋がらない
（制御プログラムと連携できない）



18%

82%

第6次エネルギー基本計画

HEMS

その他家庭部門

HEMSによる省エネルギー量は家庭部門の18%を占める。
一方現状の累積導入量は政府目標と大きく乖離している。

約5,000万戸

(2030年政府目標)

73万戸

(2020年現在)

(1.5%)

出典:資源エネルギー庁 第6次エネルギー基本計画、環境省 2020年度における地球温暖化対策計画の進捗状況



出典：環境省 2020年度における地球温暖化対策計画の進捗状況



出典：環境省 2020年度における地球温暖化対策計画の進捗状況



令和２年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書

出典：総務省 令和２年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書



スマートスピーカーで省エネ10%達成は不可能！！
(そもそもスマートスピーカーはエンタメ系デバイス）

出典：MMD研究所 スマートスピーカーに関する調査



スマートホームはジャンルが多岐にわたる

利便性向上系 エネマネ系 エンタメ系 ヘルスケア系 セキュリティ系

スマートスピーカー
電動カーテン
スマートプラグなど

HEMS
消費電力計
蓄電池制御など

スマートスピーカー
クラウド音楽再生
天気予報など

スマートウォッチ
スマート体重計
スマート活動計など

クラウド録画監視カメラ
スマート電子錠
スマートドアベルなど

スマートホームデバイスは使用目的・用途・マーケットが多岐にわたるかつ全く異なるため、用途
ごとに分けて考える必要がある。そして、エネルギー長期見通しに以下の記述がある。

HEMS、スマートメーター、スマートホームデバイスの導入による家庭のエネル ギー消費状況の詳細な把
握と、これを踏まえた機器の制御による電力消費 量の削減及び、エネルギー小売事業者等による情報提供
を通じた家庭の省 エネ行動の促進を図る。※足下の普及状況を踏まえ、普及見込みを修正。また、スマー
トデバイス等の新たな技術の普及を考慮し、対象機器の範囲を拡大。

スマートホームデバイスで対象機器の範囲を拡大可能なのは、消費電力量を詳細に把握・制御可能
なエネマネ系かつ省エネ10％可能なレベルのデバイスに限定する必要があるのではないか？

出典:資源エネルギー庁 第6次エネルギー基本計画、環境省 2020年度における地球温暖化対策計画の進捗状況
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出典：エコーネットライトコンソーシアム



出典：経済産業省 エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会



出典：経済産業省 エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会



出典：経済産業省 エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会 NRI DSR・DERのポテンシャル推計の進捗のご報告



出典：経済産業省 エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会 NRI DSR・DERのポテンシャル推計の進捗のご報告



3の解決案
2030年までにHEMS普及とセットで、HEMSから
接続できる住設機器を普及させる必要がある。

2030年までの重点8種にエコーネットライト標準
搭載率目標の設定や、後付け方式にする場合には
カートリッジ型（ユーザーが単独で後付けでき
る）などの住設機器側の接続環境整備ガイドライ
ン等の新設を検討してはどうか？




